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新
春
を
迎
え 

 

謹
ん
で
新
年
の 

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す 

 
 

 
 

 

                             

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                             

   

 
     

我
が
国
経
済
は
、
世
界
経
済
の

好
転
に
よ
り
輸
出
が
持
ち
直
す
中
、

生
産
・
サ
ー
ビ
ス
活
動
や
企
業
収

益
は
緩
や
か
に
回
復
し
、
雇
用
・

所
得
環
境
も
堅
調
に
推
移
す
る
な

ど
、
総
じ
て
緩
や
か
に
景
気
の
拡

大
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
や
業
種

に
よ
っ
て
、
景
気
拡
大
を
実
感
す

る
ま
で
に
は
温
度
差
が
あ
り
、
と

り
わ
け
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、

未
だ
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。 

更
に
有
効
求
人
倍
率
は
高
い
水

準
を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
人

手
不
足
の
問
題
は
益
々
深
刻
さ
を

増
し
て
お
り
、
若
い
優
秀
な
人
材

の
採
用
が
困
難
と
な
る
中
、
在
籍

社
員
の
人
材
育
成
、
定
着
の
た
め

の
待
遇
改
善
及
び
経
験
豊
富
な
シ

ニ
ア
層
の
活
用
な
ど
、
幅
広
く
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
今
後
益
々

重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当
流

通
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
型
物
流
施

設
の
進
出
や
各
社
の
雇
用
拡
大
等

に
よ
り
、
現
在
の
就
労
者
数
は
過

去
最
高
の
約
五
千
人
を
数
え
、
こ

の
一
年
間
で
約
六
百
人
の
増
加
が 

      
 

あ
っ
た
も
の
の
、
未
だ
多
く
の
企

業
が
求
人
不
足
の
問
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。 

当
協
議
会
で
は
、
こ
う
し
た
現

状
を
踏
ま
え
、
従
来
に
も
増
し
て

各
社
の
人
材
確
保
並
び
に
社
員
の

定
着
事
業
に
重
点
を
置
き
、
各
社

の
求
人
情
報
を
広
く
発
信
す
る
と

と
も
に
、
社
員
研
修
・
福
利
厚
生

事
業
等
に
積
極
的
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

ま
た
、
岡
山
県
並
び
に
岡
山
市

へ
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
下

庄
跨
線
橋
拡
幅
工
事
」
が
平
成
二

十
九
年
度
よ
り
事
業
化
に
向
け
て

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
は
国
道
二
号
線
の

渋
滞
緩
和
並
び
に
同
二
号
線
か
ら

の
進
入
路
ロ
ー
タ
リ
ー
の
拡
幅
等

再
整
備
な
ど
に
重
点
を
移
し
、
国

等
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
強

め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
関
係
者
皆
様
に
は
ご
理
解
、

お
力
添
え
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
皆
様
と

関
係
各
位
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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下
庄
跨
線
橋
拡
幅
工
事 

 
 
 
 
 
 

―
拡
幅
工
事
事
業
化
決
定
― 

  
 

九
月
四
日
、
当
協
議
会
山
本
副
会
長
並 

  

び
に
、
卸
・
運
輸
・
倉
庫
各
組
合
事
務
局

長
ら
計
十
名
が
岡
山
県
及
び
岡
山
市
を
訪

れ
、
箕
島
矢
部
線
の
内
、
一
部
二
車
線
で
工

事
が
停
止
し
て
い
る
下
庄
跨
線
橋
の
拡
幅
早

期
実
現
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
要
望
に
対
し
、
岡
山
県
よ
り
、「『
公
共  

事
業
事
前
評
価
』
の
結
果
が
出
さ
れ
、
次
年

度
（
平
成
三
十
年
度
）
に
『
箕
島
矢
部
線
下

庄
跨
線
橋
の
拡
幅
工
事
』
を
事
業
化
す
る
こ

と
が
決
定
し
、
今
後
は
岡
山
市
と
連
携
し
な

が
ら
、
必
要
な
調
査
、
設
計
、
施
工
と
事
業

を
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
」
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
岡
山
市
か
ら
も
同
要
望

に
対
し
て
「
県
と
協
力
し
て
進
め
て
い
く
」

と
の
回
答
が
あ
り
、
四
車
線
化
に
向
け
進
み

始
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
更
に
岡
山
市

に
対
し
て
は
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
及
び
交
通

事
故
の
抑
制
に
向
け
、「
国
道
二
号
線
進
入
・

退
出
路
及
び
箕
島
斜
路
橋
等
ロ
ー
タ
リ
ー
の

整
備
」
に
つ
い
て
も
、
要
望
を
行
い
ま
し
た
。 

  
 
 

国
道
二
号
線
高
架
化
を
要
望 

  
 

十
二
月
十
一
日
、
当
協
議
会
副
会
長
の

山
本
氏
及
び
白
神
氏
を
は
じ
め
、卸
・
運
輸
・

倉
庫
事
務
局
長
ら
計
七
名
が
、
岡
山
国
道
事

務
所
へ
赴
き
、
国
道
二
号
線
大
樋
橋
西
交
差

点
の
立
体
化
に
併
せ
、
同
交
差
点
以
西
か
ら

早
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
高
架
化

が
同
時
期
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
要
望
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
要
望
は
、
国
道
二
号
線
の

慢
性
的
な
渋
滞
緩
和
や
大
樋
橋
西
交
差
点

の
立
体
化
に
よ
り
懸
念
さ
れ
る
渋
滞
緩
和

を
見
据
え
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
実
現

す
れ
ば
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束
時
間
の
減
少

や
団
地
内
の
荷
待
ち
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
路
上

駐
車
の
減
少
等
の
メ
リ
ッ
ト
も
見
込
め
ま
す
。 

 
こ
の
要
望
に
対
し
、
同
国
道
事
務
所
吾
郷

副
所
長
よ
り
「
実
現
に
は
、
国
交
省
本
省
な

ど
国
と
も
連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地

元
の
方
々
の
声
が
重
要
に
な
る
の
で
今
後

も
詳
し
い
話
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
の
返

答
が
あ
り
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

     

 
 

ア
シ
ー
ド
前
交
差
点
に
停
止
線
を
設
置 

 
 

ア
シ
ー
ド
・
ビ
ー
ナ
ス
ベ
ッ
ド
前
の
交
差
点

に
お
い
て
、
日
東
物
産
側
（
東
側
）
か
ら
北

に
車
が
右
折
す
る
際
、流
通
会
館
側
（
西
側
）

か
ら
大
き
く
南
へ
左
折
す
る
車
と
接
触
し

そ
う
に
な
る
な
ど
危
険
を
感
じ
る
、
と
の
声

を
受
け
、
八
月
下
旬
、
岡
山
市
に
要
望
し
、

路
面
標
示
の
施
工
を
行
い
ま
し
た
。
（
左
図

参
照
） 

こ
れ
に
よ
り
、
道
路
状
況
は
改
善
さ
れ
ま

し
た
が
、
ご
通
行
の
際
に
は
十
分
に
ご
注
意

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。 

                 

「
早
島
松
島
線
」
片
側
二
車
線
化
へ 

 
 

渋
滞
緩
和
を
目
的
に
、
マ
ス
カ
ッ
ト
ス
タ
ジ

ア
ム
か
ら
国
道
二
号
線
（
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
早
島

I
.
C
.

店
）
を
結
ぶ
県
道
「
早
島
松
島 

線
」
の
内
、
片
側
一
車
線
の
道
路
を
片
側
二 

車
線
化
す
る
工
事
が
今
年
度
か
ら
着
手
さ
れ 

て
お
り
、
平
成
三
十
五
年
度
を
目
処
に
完
成 

す
る
予
定
で
す
。 

 

当
協
議
会
で
は
、
流
通
セ
ン
タ
ー
完
成
時
か

ら
平
成
十
年
度
ま
で
、
流
通
セ
ン
タ
ー
早
島
地

区
西
側
の
Ｔ
字
交
差
点
か
ら
国
道
二
号
線
（
早

島

I
.
C
.

）
を
結
ぶ
「
三
軒
地
大
砂 

線
」
の
早
期
整
備
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
て 

お
り
ま
し
た
が
、
予
算
や
道
路
事
情
等
に
よ 

り
計
画
が
進
ま
ず
、
平
成
二
十
三
年
度
に
計 

画
は
白
紙
と
な
り
、
現
行
の
県
道
「
早
島
松 

島
線
」
の
拡
幅
工
事
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と 

な
り
ま
し
た
。 

        

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、
全
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
支
援
物
資
の
県
内
受
け
入
れ
施
設

（
広
域
物
資
輸
送
拠
点
）
と
し
て
、
岡
山
県
が

岡
山
ド
ー
ム
や
、
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
等
を
指

定
し
た
こ
と
を
受
け
、
当
協
議
会
で
は
、
岡
山

県
と
『
災
害
時
等
に
お
け
る
物
流
業
務
に
関
す

る
協
定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。 

 

災
害
等
が
発
生
し
た
際
、
全
国
か
ら
の
支
援

物
資
が
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
を
含
む
県
広
域
物
流

輸
送
拠
点
に
集
積
さ
れ
、
各
拠
点
に
お
い
て
仕

分
け
さ
れ
ま
す
。
仕
分
け
さ
れ
た
物
資
は
各
市

町
村
を
経
由
し
、
最
終
的
に
各
避
難
場
所
に
必

要
な
支
援
物
資
が
届
け
ら
れ
ま
す
。
当
協
議
会

及
び
流
通
セ
ン
タ
ー
内
の
立
地
企
業
の
役
割 

流
通
Ｃ
．
周
辺
ア
ク
セ
ス
道
路 

整
備
要
望
概
要 

災
害
時
物
流
業
務
に
関
す
る 

協
定
締
結 

停止線等変更後 

↑ 至流通会館 

要望書を提出する山本副会長 
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は
、
岡
山
県
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
コ
ン

ベ
ッ
ク
ス
に
集
積
さ
れ
た
支
援
物
資
の
仕
分

け
を
行
う
た
め
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
パ
レ

ッ
ト
ま
た
人
員
を
提
供
し
、
仕
分
け
作
業
の

支
援
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

会
員
企
業
皆
様
よ
り
、
災
害
時
等
に
提
供 

し
て
い
た
だ
け
る
資
機
材
の
数
は
左
記
の
通 

 

り
で
す
。 

 

■ 

協
力
企
業
数
…
…
…
三
三
社 

■ 

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
…
三
〇
台 

■ 

パ
レ
ッ
ト
…
…
…
…
七
四
一
個 

■ 

人
員
…
…
…
…
…
…
二
二
名 

（
※
平
成
二
十
九
年
十
二
月
現
在
／
集
計
中
） 

 資
機
材
提
供
数
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
協
力
企
業
及
び
提
供
資
機
材
に
つ
い
て

は
今
後
定
期
的
に
募
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

             
 

    

当
流
通
セ
ン
タ
ー
内
の
下
水
処
理
は
、 

吉
備
地
区
（
岡
山
市
分
）
及
び
早
島
地
区

（
早
島
町
分
）
を
ま
と
め
て
流
通
団
地
浄
化 

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
流
通
団

地
浄
化
セ
ン
タ
ー
処
理
区
の
下
水
道
料
金

が
一
般
料
金
に
比
べ
割
高
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
下
水
道

料
金
体
系
の
見
直
し
を
求
め
、
岡
山
市
及
び

早
島
町
へ
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

下
水
道
料
金
自
体
の
引
き
下
げ
は
現
実 

的
に
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
配
管
を
一
般

下
水
管
へ
つ
な
げ
る
案
で
話
を
進
め
て
お

り
ま
し
た
が
、
岡
山
市
よ
り
、
下
水
道
配  

管
埋
設
工
事
の
計
画
案
が
提
示
さ
れ
ま
し

た
。 詳

細
は
下
図
の
通
り
で
、
Ａ
区
間
に
つ
い

て
は
、
予
定
通
り
既
に
平
成
二
十
八
年
度
に

完
了
し
て
お
り
、
Ｂ
区
間
に
つ
い
て
は
平
成

二
十
九
年
度
、
Ｃ
区
間
に
つ
い
て
は
平
成
三

十
年
度
、
Ｄ
区
間
に
つ
い
て
は
平
成
三
十
一

年
度
に
施
工
を
完
了
さ
せ
、
同
年
度
末
ま
で

に
は
本
管
へ
と
接
続
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、

本
管
の
接
続
が
完
了
次
第
、
同
時
に
併
用
を

開
始
し
、
流
通
団
地
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
稼
働

を
停
止
す
る
予
定
で
す
。 

 

早
島
町
分
の
配
管
接
続
に
つ
い
て
は
、
現 

在
一
般
下
水
道
へ
の
連
結
へ
向
け
て
準
備 

を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

                     
 

            

会
員
企
業
皆
様
か
ら
募
っ
た
要
望
を
も 

と
に
、
上
図
に
示
し
た
四
ヵ
所
へ
、
防
犯

灯
を
設
置
し
ま
し
た
。
な
お
、
早
島
地
区
へ

の
防
犯
灯
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
早
島

町
が
実
施
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
設
置
工
事
の
状

況
を
見
て
、
平
成
三
十
年
度
要
望
分
を
も
と

に
順
次
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

ま
た
、
岡
山
市
へ
設
置
要
望
し
て
い
た
街

路
灯
は
、
流
通
会
館
前
交
差
点
の
サ
ン
ヨ
ー

プ
レ
ジ
ャ
ー
側
・
ム
ラ
カ
ミ
側
の
二
ヵ
所
に

設
置
さ
れ
、
十
月
よ
り
使
用
開
始
し
ま
し
た
。 

      
 

  

十
二
月
一
日
よ
り
、
岡
山
県
が
、
岡
山
流
通

会
館
西
側
の
共
同
月
極
駐
車
場
再
整
備
工

事
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

 

擁
壁
、
排
水
溝
設
置
な
ど
の
土
工
事
は
既

に
完
了
し
、
今
後
は
、
オ
ー
バ
ー
レ
イ
に
よ

る
駐
車
場
の
表
面
舗
装
や
ラ
イ
ン
引
き
等

の
整
備
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

な
お
、
当
月
極
駐
車
場
を
ご
利
用
の
企
業

皆
様
に
は
大
変

ご
不
便
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
。

工
事
終
了
は
平

成
三
十
年
一
月

末

の

予

定

で

す
。 

 

下
水
道
本
館
接
続
工
事  

計
画
案
決
定 

流
通
会
館
西
側
駐
車
場 

整
備
開
始 

ムラカミ 

岡山流通 
会館 

街路灯 

   防犯灯 

防
犯
灯
・街
路
灯
設
置 

災害等発生時の物資支援体制 
基本スキーム 

提供 

支援物資仕分け 

支援物資仕分け 

指示・要請 
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ 

―
求
人
公
開
日
・
受
理
日
変
更
― 

  
 

平
成
三
十
年
度
の
大
学
等
卒
業
予
定
者 

を
対
象
と
し
た
求
人
公
開
日
が
昨
年
度
の 

六
月
一
日
か
ら
四
月
一
日
へ
と
変
更
に
な 

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
求
人
の
受
理
が  

昨
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
二
月
一
日
に
変   

更
さ
れ
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
卒
業
・ 

修
了
予
定
者
を
対
象
と
す
る
求
人
の
取
扱 

い
は
左
図
の
通
り
で
す
。 

               
 

   
 

な
お
、
求
人
公
開
後
で
あ
っ
て
も
、
五
月 

三
十
一
日
以
前
に
採
用
選
考
活
動
を
行
う 

こ
と
の
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。 

日
本
通
運
物
流
セ
ン
タ
ー
営
業
開
始 

 

昨
年
十
一
月
、

早
島
地
区
新

拡
大
用
地
に
、

日
本
通
運
㈱

が
入
居
し
、
早

島
物
流
セ
ン

タ
ー
と
し
て

営
業
を
開
始

し
ま
し
た
。 

同
施
設
は
、
大

和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱
が
用
地
取
得
・
建
設
し
て

同
社
に
賃
貸
し
て
い
る
も
の
で
、
当
運
営
協

議
会
へ
は
、
日
本
通
運
㈱
が
十
二
月
一
日
付

け
で
加
入
さ
れ
ま
し
た
。 

   
 

 

《
営
業
職
中
級
強
化
セ
ミ
ナ
ー
》 

「
個
人
・
組
織
で
成
果
を
出
す
営
業
力
研
修
」 

十
月
十
六
日
、
㈱
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｈ 
Ｗ
Ｏ
Ｒ

Ｋ
Ｓ
の
代
表
取
締
役 

竹
本
幸
史
氏
を
お
迎

え
し
、
営
業
マ
ン
と
し
て
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
の
技
術
を
学
ぶ
べ
く
、
団
地

内
企
業
の
八
名
（
六
社
）
が
流
通
会
館
に
て

開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
営
業
戦
略
と
は
、
ま
た

組
織
で
成
果
を
出
す
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と
は
何
か
に
つ
い
て
の
講
義
の
他
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
の
目
標
設

計
の
仕
方
等
も
学

び
ま
し
た
。
受
講
者

か
ら
は
「
目
的
意
識

を
持
つ
こ
と
で
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

高
ま
る
と
い
う
こ

と
を
学
び
、
非
常
に

た
め
に
な
っ
た
」

「
目
的
あ
っ
て
の

目
標
、
目
的
あ
っ
て
の
問
題
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
意
識
で
き
、
目
的
を
持
つ
こ
と
は
重

要
だ
と
認
識
で
き
た
」「
上
司
の
補
佐
を
実

践
し
て
い
き
た
い
」「
部
下
が
上
司
を
補
佐

す
る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
学
べ

た
こ
と
が
よ
か
っ
た
」
な
ど
、
今
後
の
営
業

活
動
を
積
極
的
に
こ
な
し
て
い
こ
う
、
と
い

う
意
欲
の
あ
ふ
れ
た
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

  

 

《
若
年
層
～
中
堅
層
向
け
セ
ミ
ナ
ー
》 

「
仕
事
で
成
果
を
出
す
た
め
の 

対
人
対
応
能
力
向
上
研
修
」 

 
十
一
月
十
五
日
、
流
通
会
館
に
て
若
年
層

か
ら
中
堅
層
の
営
業
社
員
等
を
対
象
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
六
名
（
四
社
）
が

参
加
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
㈱
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｃ

Ｈ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
の
代
表
取
締
役 

竹
本
幸

史
氏
を
お
招
き
し
、
実
際
の
業
務
で
関
わ
る

人
と
協
同
し
て
成
果
を
出
す
た
め
に
鍵
と

な
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
等
、

対
人
対
応
能
力
向
上
方
法
を
学
び
ま
し
た
。 

 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
タ
イ
ル
と
は
、
外
か
ら
見

え
る
そ
の
人
の
態
度
を
観
察
し
、
四
つ
の
タ

イ
プ
に
分
け
た
も
の
の
こ
と
で
、
よ
り
効
果

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め

に
は
、
相
手
が
こ
の
四
つ
の
タ
イ
プ
の
ど
れ

に
属
し
て
い
る
か
を
認
識
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
そ
の
四

つ
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
学
び
、
自
己
分
析

を
通
し
て
自
分
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
タ
イ
ル

を
理
解
し
た
後
、
実
際
の
場
面
を
想
定
し
た

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
考
え
ま
し
た
。
受
講

者
か
ら
は
、「
相
手
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
対

応
を
変
え
な
い
と
う
ま
く
い
か
な
い
と
い

う
点
が
最
も
参
考
に
な
っ
た
」
と
い
う
感
想

や
「
人
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、

自
分
と
は
傾
向
が
違
う
こ
と
、
ま
た
そ
の
人

の
傾
向
を
理
解
す
れ
ば
う
ま
く
付
き
合
え

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
」

「
タ
イ
プ
の

違
う
方
と
の

接
し
方
に
つ

い
て
、
営
業
に

役
立
て
た
い
」

と
い
っ
た
感

想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

営
業
力
強
化
研
修
開
催 

対
人
対
応
能
力
強
化
研
修
開
催 

 
平成３０年度の大学等卒業予定者を対象 

とした求人公開日は４月１日です！ 

求人の公開 

 

企業等の 

就職・採用 

活動 

ハローワーク 

求人の受理 

広報活動 

採用選考活動 

２/１ ５/１ ６/１ 
４/１～ 

変更後２/１～ 昨年度３/１～ 

変更後４/１～ 昨年度６/１～ 

職業紹介 

大
学
等
卒
業
予
定
者
の 

就
職
・
採
用
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

３/１ 

卒業・修了年度 
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岡
山
市
普
通
救
命
講
習 

  

七
月
四
日
、
岡
山
流
通
会
館
研
修
室
に
て 

 

開
催
さ
れ
た
岡
山
市
普
通
救
命
講
習
会
に
、

団
地
内
企
業
四
社
か
ら
九
名
が
参
加
し
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
等
を
含
む
心
肺
蘇
生
法
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

 
 

心
肺
蘇
生
を
初
め
て
行
う
受
講
者
が
大
半

を
占
め
て
い
た
も
の
の
、
実
地
訓
練
を
通
し

て
押
さ
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
や
手
順
を
繰
り

返
し
確
認
し
、
感
覚
を
つ
か
む
こ
と
で
、
最

終
的
に
は
全
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
五
～
六
分
ま  

で
の
間
に
心
肺
蘇
生
を
行
う
か
行
わ
な
い
か  

で
、
救
命
率
や
、
後
遺
症
の
具
合
が
大
き
く 

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
自
分
に
は
関
係
な
い
と 

思
う
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、 

職
場
の
人
、
身
近
な
家
族
が
突
然
倒
れ
る
こ 

と
は
大
い
に
あ
り
得
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
い
う 

便
利
な
道
具
が 

あ
っ
て
も
、
知 

識
が
な
け
れ
ば 

使
え
ま
せ
ん
。 

来
年
度
も
開
講 

  

予
定
で
す
の
で
、 
 
 

受
講
し
た
こ
と 

の
な
い
方
は
、 

是
非
受
講
し
て 

み
て
下
さ
い
。 

親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催 

 

十
月
一
日
（
日
）、

岡
山
県
環
境
保

健
セ
ン
タ
ー
内

尾
広
場
に
て
、

第
三
十
一
回
親

睦
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催

し
、
総
勢
一
二

一
名
（
九
社
十

チ
ー
ム
）
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
初
出
場
の
マ
リ
ン

フ
ー
ズ
や
十
数
年
ぶ
り
と
な
る
佐
藤
管
材
工

業
の
参
加
も
あ
り
、
他
チ
ー
ム
は
、
力
量
は
い

か
ば
か
り
か
と
様
子
を
伺
い
な
が
ら
、
気
合
を

入
れ
て
試
合
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。 

結
果
は
、
昨
年
度
初
戦
敗
退
と
な
っ
た
森
永

乳
業
と
誠
屋
が
大
躍
進
し
、
見
事
三
位
入
賞
、

抜
群
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
大
活
躍
を
見
せ
た

佐
藤
管
材
工
業
が
準
優
勝
、
そ
し
て
昨
年
度
涙

を
飲
ん
だ
あ
ら
た
が
、
圧
倒
的
な
強
さ
で
返
り

咲
き
を
果
た
し
二
年
ぶ
り
の
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。 

 
 

敗
者
復
活
戦
で
は
最
終
戦
で
大
差
を
つ
け

て
勝
利
し
た
ト
ー
ホ
ー
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
が

三
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
優
勝
し
た
あ
ら

た
に
は
、
優
勝
賞
品
と
し
て
「
岡
山
県
産
こ
し

ひ
か
り
七
五
㎏
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

例
年
よ
り
も
少
し
早
め
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
た
ち
も

わ
き
あ
い
合
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
全
力
で

試
合
に
臨
む
姿
が
見
ら
れ
、
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
い
、
よ
い
大
会

と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

早
朝
よ
り
本
部
設
営
な
ど
の
準
備
を
お
手

伝
い
い
た
だ
い
た
方
々
、
並
び
に
運
営
ス
タ
ッ

フ
を
務
め
て
下
さ
っ
た
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
来
年
度
も
多
く
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

※
事
務
局
に
て
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ブ
レ
ー
カ
ー
と
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
の
忘
れ
物
を
預
か
っ
て
い
ま
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。 

カ
メ
虫
駆
除
・
桜
剪
定
を
行
い
ま
し
た 

  

《
カ
メ
虫
駆
除
》 

八
月
下
旬
、
岡
山
県
、
岡
山
市
、
早
島
町
な

ど
関
係
機
関
が
協
力
し
、
カ
メ
虫
駆
除
の
薬
剤

散
布
（
殺
虫
剤
と
除
草
剤
）
を
行
い
ま
し
た
。

近
年
で
は
散
布
エ
リ
ア
を
中
心
に
葛
が
減
少

傾
向
に
あ
り
、
カ
メ
ム
シ
の
大
量
発
生
も
抑
制

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
企

業
用
地
に
は
葛
が
多

く
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
未
然
防
止
の

た
め
、
該
当
企
業
に
実

施
協
力
を
依
頼
し
、
今

年
度
は
六
社
散
布
を

行
い
ま
し
た
。 

  

《
桜
剪
定
》 

十
一
月
上
旬
に
、
団

地
内
の
桜
の
剪
定
を

行
い
ま
し
た
。
昔
か

ら
「
桜
切
る
馬
鹿
梅 

切
ら
ぬ
馬
鹿
」
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
隣
地

や
道
路
な
ど
に
は
み

出
し
て
迷
惑
を
か
け
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま

せ
ん
。
植
樹
し
て
い
る
企
業
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
、
剪
定
も
無
事
終
了
し
ま
し
た
の
で

来
春
も
流
通
団
地
内
を
桜
吹
雪
で
艶
や
か
に

彩
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 
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十
一
月
八
日
、
十
六
日
、
二
十
一
日
の 

三
日
間
、
岡
山
流
通
会
館
一
階
ベ
ン
ダ
ー 

  

ル
ー
ム
に
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接 

種
を
行
い
ま
し
た
。
例
年
と
は
異
な
り
、 

各
日
で
実
施
時
間
が
異
な
っ
て
い
た
も
の 

の
、
各
日
併
せ
て
三
〇
〇
名
（
三
八
社
） 

と
、
大
勢
の
方
が
接
種
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
ワ
ク
チ
ン
に
使
う
ウ
イ
ル
ス
株 

を
選
び
な
お
し
た
影
響
で
、
ワ
ク
チ
ン
の 

製
造
量
が
過
去
五
年
で
最
低
量
と
な
り
ま 

し
た
。
そ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
、
十 

三
歳
以
上
の
任
意
接
種
に
つ
い
て
、
例
年

「
一
回
ま
た
は
二
回
」
と
し
て
い
る
も
の
を 

今
年
に
限
り
「
原
則
一
回
接
種
」
と
す
る 

よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ 

ン
ザ
の
予
防
接
種
は
感
染
を
完
全
に
予
防 

す
る
も
の
で
は
な
く
、
発
症
を
あ
る
程
度 

抑
え
た
り
重
症
化
を
阻
止
し
た
り
す
る
た 

め
の
も
の
で
す
。

手
洗
い
う
が
い
、

ま
た
マ
ス
ク
の

着
用
な
ど
予
防

対
策
と
し
て
で

き
る
こ
と
も
こ

ま
め
に
行
っ
て

み
る
と
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
  

  
 

十
月
二
十
日
、
朝
八
時
よ
り
入
居
企
業 

と
隣
接
企
業
の
二
九
八
名
（
一
二
三
社
）

が
団
地
内
及
び
ロ
ー
タ
リ
ー
の
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
小
雨
が
降
り
、
状
況

の
悪
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
勢
の

方
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
伸
び
て
い
た
草

や
落
ち
葉
が
回
収
さ
れ
、
大
変
綺
麗
に
な

り
ま
し
た
。
早
朝
よ
り
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
、
及
び
幹
事
を
務
め
て
い
た
だ
い

た
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
務
局
で
は
、
草
刈
り
機
、
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
等
を
無
料
で
貸
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

自
社
周
辺
等
の
自
主
清
掃
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
企
業
は
当
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。 

        

 
 

    

  
 
 

流
通
セ
ン
タ
ー
内
道
路
で
の
荷
待
ち
ト

ラ
ッ
ク
に
よ
る
迷
惑
駐
車
が
依
然
と
し
て

多
く
見
受
け
ら
れ
、
事
故
誘
発
の
原
因
と
し

て
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
の

事
例
と
し
て
、
迷
惑
駐
車
を
し
て
い
た
ト
ラ

ッ
ク
を
避
け
よ
う
と
し
た
車
両
が
、
別
の
迷

惑
駐
車
を
し
よ
う
と
し
た
ト
ラ
ッ
ク
と
接

触
し
、
車
両
が
破
損
す
る
と
い
っ
た
大
事
故

も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
駐
車
可
能
施
設

で
待
機
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
た
だ

き
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
に
も
ご
指
導
を
徹

底
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。 

 

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！ 

 

当
流
通
セ
ン
タ
ー
入
口
付
近
や
ト
ラ
ッ

ク
停
車
場
所
で
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
特
に
国
道
二
号
線
バ
イ
パ

ス
の
ロ
ー
タ
リ
ー
付
近
で
の
ポ
イ
捨
て
に

は
目
が
余
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
隣
接
企
業 

や
事
務
局
が
定
期
的
に
清
掃
を
行
っ
た
り
、

不
法
投
棄
禁
止
の
看
板
を
設
置
し
た
り
し

て
い
る
も
の
の
、
毎
日
の
よ
う
に
ゴ
ミ
が
捨

て
ら
れ
、
気
づ
け
ば
ご
み
の
山
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
景
観
を
損
な
う

だ
け
で
な
く
、
悪
臭
な
ど
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
は
、
誰
も
見
て
い

な
い
し
、
少
し
だ
か
ら
、
と
安
易
に
考
え
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
不
法
投
棄
は
犯

罪
で
す
。
周
辺
企
業
の
方
々
も
、
是
非
目
を 

光
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
他
従
業
員
皆
様

へ
の
マ
ナ

ー
向
上
に

こ
れ
か
ら

も
ご
協
力

い
た
だ
き

ま
す
よ
う

お
願
い
し

ま
す
。 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

次回の平成２９年度第４回一斉清掃は、 

平成３０年１月１９日（金）に実施予定です。 

 

 

 

 

献血バスがやってきます 

日 時 平成３０年１月１８日（木） 

     １０：００～１２：３０ 

場 所 岡山流通会館 

 
※当日は『４００ｍＬ献血』 
のみのお願いとなります。 
よろしくお願いします。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
実
施 

団
地
内
一
斉
清
掃
を
実
施 

迷
惑
駐
車
の
指
導
強
化
に 

ご
協
力
下
さ
い
！ 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1513213199/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5jaXR5Lm9rYXpha2kubGcuanAvMTEwMC8xMTA3LzExNDYvcDAwNjE2MF9kL2ltZy8wMDEuanBn/RS=^ADBt5eVddXDjGjiNn6yzkxWbXxALDU-;_ylt=A2RCKwSPezBarCwA8gmU3uV7
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会 員 企 業 紹 介 
 

 

 

                      

 

            

          

シーフードの新しいスタイルを提案し、食卓に彩りを添えるシーフードカンパニー 

本     社  〒141-6011 東京都品川区大崎 2-1-1   

TEL 03-6420-1155㈹  
岡山事業所  〒701-0165 岡山市北区大内田 771    

TEL 086-903-0850 

New Style of Seafood 

私たちマリンフーズ株式会社は、昭和 39 年東京都中央区築地にて発足し、50 年以上に

わたって、新鮮で安全な海産物を消費者の元へお届けしてきました。 

 これからも『New Style of Seafood―海の美味しさ再発見』をスローガンに、シーフー

ドの新しいスタイルを提案し続け、愛される商品づくりに全力を傾けて参ります。 

 今後とも当社をよろしくお願いいたします。 

１００年、 
人生に寄り添う 
企業であること。 
2017 年、おかげさまで森永乳業は、創業 100 周年を迎えました。 

これまで私たちは、小缶練乳「森永ミルク」に始まり、 

牛乳、ヨーグルト、アイスクリーム、育児用調製粉乳など、さまざまな商品を送り出してきました。 

「乳」の力は、人が生きていく上で欠かせないもの。 

生まれたばかりの乳児から、育ちざかりの子ども、 

さらには、成人や高齢者まで、お役に立てるものだと私たちは考えます。 

だからこそ、皆さまの長い人生に寄り添う企業でありたい。 

それが、これまでの 100 年で私たちの中に芽生えた想いです。 

そして、これからの 100 年、私たち森永乳業はさらに広く社会に、世界に目を向け、 

今ある課題に真摯に取り組んでいこうと思います。 

持続可能な社会の実現に向けて、私たちに何ができるのかを考え、 

行動し続けていきたい。 

資本金   21,704 百万円（2017 年３月 31 日現在） 

従業員数  3,035 名【男子 2,455 名、女子 580 名】 

（2017 年３月 31 日現在） 

事業内容  牛乳、乳製品、アイスクリーム、飲料、 

その他の食品などの製造・販売 他 

事業所   直系工場１３、支社支店４（2017 年 6 月 30 日現在） 

会社名   森永乳業株式会社 

本社所在地 〒108-8384 東京都港区芝 5-33-1 

代表者   代表取締役社長  宮原 道夫  

      代表取締役副社長 野口 純一 

創業    1917 年（大正６年）９月１日 

設立    1949 年（昭和２４年）４月１３日 

会社概要 
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《岡山県総合流通センター運営協議会主催》 

 

 

    

◆
流
通
セ
ン
タ
ー
内
代
表
者
異
動
（
敬
称
略
） 

 
 

※
平
成
二
十
九
年
四
月
以
降
に
判
明
し
た
分
を
含
む
。 

  
 

マ
リ
ン
フ
ー
ズ
㈱
岡
山
支
店 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間
淵 

進
平 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
高
吉 

慎
一
郎 

 
 

東
海
澱
粉
㈱
岡
山
営
業
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

美
座 

伸
征 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

（
旧
）
伏
谷 
弘
樹 

 
 

岡
山
土
地
倉
庫
㈱
流
通
セ
ン
タ
ー
営
業
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
室 

雅
寛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
上
田 

信
行 

 
 

三
菱
食
品
㈱
中
国
物
流
事
業
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

桑
島 

宏
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
神
崎 

仁
良 

 
 

渡
辺
パ
イ
プ
㈱
岡
山
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

松
本 

晃
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
濱 

 

和
秀 

 

◆
新
規
加
入
会
員
（
敬
称
略
） 

  
 

日
本
通
運
㈱
岡
山
支
店 早

島
物
流
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 

代
表
者 

 
 

岸  
 

正
英 

       

                              

                               

 

▼
昨
年
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
を
受
け
、

年
明
け
早
々
、
世
界
終
末
時
計
の
針
が
三
十

秒
も
進
め
ら
れ
、
人
類
滅
亡
ま
で
残
り
二
分

三
十
秒
と
い
う
不
穏
な
幕
開
け
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
時
計
の
正
確
さ
を
示
す
よ
う
に
、

昨
年
は
英
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
各
地
で
相
次
ぐ
テ

ロ
や
大
地
震
、
更
に
は
北
朝
鮮
の
核
問
題
や

エ
ル
サ
レ
ム
の
首
都
公
認
な
ど
世
界
情
勢

が
大
き
く
揺
れ
動
き
ま
し
た
。
日
本
で
も
、

森
友
・
加
計
問
題
を
皮
切
り
に
政
党
分
裂
に

よ
る
政
治
混
乱
等
が
起
こ
り
、
混
沌
と
し
た

状
態
で
年
明
け
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
さ
て
、
日
本
を
含
め
世
界
は
ど
こ
へ

向
か
っ
て
行
く
の
で
し
ょ
う
か
。
二
〇
一
八

年
に
は
、
北
朝
鮮
問
題
の
平
和
裡
な
解
決
等
、

世
界
平
和
に
向
け
て
一
歩
で
も
前
進
し
て

ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。 

▼
昨
年
は
ス
ケ
ー
ト
や
将
棋
等
で
十
代
選
手

が
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
今
年
は
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
さ

れ
ま
す
。
ど
ん
な
演
出
を
見
せ
て
く
れ
る
の

か
、
期
待
に
胸
が
膨
ら
み
ま
す
。 

▼
今
年
の
干
支
は
「
戊
戌
」
で
、
一
説
に
よ
る

と
、「
戊
」
と
「
戌
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、

「
大
き
な
変
化
」
を
示
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

新
し
い
動
き
が
あ
り
、
大
き
な
変
化
が
期
待

で
き
る
年
に
な
り
そ
う
で
す
。
必
ず
し
も
十

干
十
二
支
の
意
味
す
る
こ
と
が
当
た
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
機
に
、
個
人
的

に
も
良
い
変
化
を
感
じ
る
た
め
、
勇
気
を
出

し
て
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

   

  

２ 
愛知県出身。東京大学法

学部を卒業し、1992 年

に日本銀行入行。前職で

は、総務人事局人事課長

を務めており、2017 年

6 月に日銀岡山支店長

として就任。現在48歳。 

/  

トップセミナー開催 

１３：３０～１４：４５ 

㈱日本銀行岡山支店長 

２０１８ 

藤田 研二 氏 

ﾃｰﾏ 最近の金融経済 
情勢について 

５ （月） 

場所 
岡山流通会館 
２階 会議室 

講師のカレン先生は、アメリカ・カリフォルニア出身で 
英会話教室の他、県内の４大学でも講師をされています。
日本語も堪能なので初心者でも安心です。 
 
○ 日  時 毎週水曜17:45～19:45（途中入･退室可） 
○ 受講料  1,000円/回(一括前納・返金なし) 
○ 場  所  岡山流通会館 研修室 

※上記問合せ・申込みは086-292-5551（小林・立花）まで 

硬筆・筆ペンの上達を目指す、初心者向けの教室です。 
個々の要望に応じた教材提供に加え、少人数制なので、 
短時間で上達が目指せます。 

編
集
ノ
ー
ト 

本
年
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、 

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

事
務
局
職
員
一
同 

 

求人情報 を 
お寄せ下さい 

当協議会にハローワーク
等の求人票等をお持ちい
ただくだけで構いません。
（ＦＡＸ可） 
 
ご希望があれば、当協議会
だけでなく、早島町無料職
業紹介所と連携したＨＰ
や、岡山福祉協議会にも情
報提供し、無料で掲載でき
ます。 

岡山流通会館テナント募集中 

月額賃料１０万円 

程度～要相談 

お問合せは 086-292-5551 まで 

賃料・敷金等はご相談させていただ
きます。その他使用用途により入居
いただけない場合がありますので、
ご相談ください。 

約30坪！ 

 
ベンダー 

ルーム 

ご紹介情報等もお寄せ下さい！ 

日常生活に必要な英会話を楽しく学べます！ 

 

受講者募集中 

個々に応じたカリキュラムで短期習得を！ 

 

○ 日  時 第2・第4火曜18:00～19:30（途中入･退室可） 
○ 受講料  2,300円(月額)(毎月集金) 
○ 場  所  岡山流通会館 研修室 

 
 

会 

員 

動 

向 
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